
 
二
ノ
七
、
中
右
記
（
藤
原
宗
忠
） 

 

 

出
典 

増
補
史
料
大
成
十
三
卷 

 

解
説 

末
法
思
想
に
お
び
え
た
平
安
時
代
、
貴
族
達
に
は
浄
土
へ
の
信
仰
を
強
め
、
来
世
で
の
救
済
を
希

求
し
て
弥
陀
の
浄
土
に
生
ま
れ
ん
こ
と
を
夢
見
る
と
共
に
、
弥
勒
の
浄
土
で
あ
る
兜
率
天
へ
の
上
生
を
願

う
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
背
景
に
京
の
都
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
笠
置
寺
の
弥
勒
磨
崖
仏

が
信
仰
の
対
象
と
な
り
、
数
多
く
の
貴
族
達
が
参
詣
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

藤
原
道
長
の
次
男
で
あ
る
頼
宗
の
直
系
の
曽
孫
、
右
大
臣
藤
原
宗
忠
は
父
の
宗
俊
が
死
後
兜
卒
天
に
上

生
し
て
い
る
こ
と
を
宰
相
宗
通
の
夢
想
に
よ
っ
て
確
信
し
て
以
来
、
弥
勒
信
仰
を
強
め
て
い
た
。
そ
の
た

め
宗
忠
は
笠
置
寺
に
足
を
運
ぶ
事
が
多
く
、
そ
の
三
回
目
の
参
詣
の
記
録
が
中
右
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
よ
る
と
単
に
信
仰
心
に
依
る
参
詣
だ
け
で
な
く
、
木
津
川
の
水
運
を
う
ま
く
利
用
し
て
川
遊
び

や
酒
席
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
物
見
遊
山
を
楽
し
む
平
安
貴
族
の
姿
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。 

 

原
文 

 

元
永
元
年
九
月
廿
六
日
の
条 

天
漸
明
、
残
月
幽
、
早
出
舟
、
辰
剋
着
飯
岡
、
治
部
卿
庄
有
儲
、
暫
留
舟
令
（
命
か
）
盃
酌
、
不
経
程
早
出

舟
、
未
剋
着
木
津
、
経
尋
僧
都
送
儲
、
則
出
舟
、
日
入
之
後
留
賀
茂
上
号
所
、
従
泉
木
津
及

三
四
十
町
也

、 

入
夜
奈
良
已
講
來
、
散
日
者
不
審
、
今
夜
留
此
所
、 

 

元
永
元
年
九
月
廿
七
日
の
条 

朝
経
尋
僧
都
又
送
儲
、
卯
剋
出
舟
、
漸
沂
流
、
南
北
山
勢
誠
険
阻
、
奇
巌
怪
石
風
流
勝
絶
、
河
水
漲
來
、

高
棹
迅
瀬
、
已
着
笠
置
津
、
春
日
神
主
伊
房
送
女
騎
馬
五
六
疋
、
自
此
寄
舟
登
坂
、
女
房
令
乗
舁
之
、
或

令
騎
馬
、
土
御
門
之
上
具
申
也
、
登
坂
十
町
許
、
参
着
弥
勒
石
像
前
、
先
供
養
経
、
以
兼
禪
已
講
為
講
師
此

寺

別
当
也

、

題
名
僧
十
口
、
人
々
経
合
五
部
、
此
外
八
名
経
心
経
阿
弥
陀
経
十
巻
、
則
事
了
、
給
被
物
布
施
、
又
誦
経
、

心
中
所
願
何
者
、
先
帝
聖
霊
、
過
去
双
親
、
所
生
五
女
、
共
生
慈
尊
出
世
之
時
、
皆
逢
法
華
演
説
之
日
、

遂
知
今
日
之
願
互
成
歓
喜
之
心
、
又
今
日
相
具
所
参
詣
、
初
従
妻
子
奴
婢
、
及
于
田
夫
牛
馬
、
皆
逢
三
会

之
暁
、
悉
結
一
乗
之
縁
、
此
趣
令
啓
白
、
且
致
祈
念
、
且
行
礼
拝
、
事
了
暫
留
僧
房
、
早
有
盃
酌
、
春
日

神
主
伊
房
送
儲
也
、
且
給
下
人
等
、
忿
帰
下
坂
、
申
剋
乗
舟
、
棹
流
二
三
町
許
指
登
、
近
望
河
源
、
巌
石

高
崎
、
流
水
逆
教
（
発
か
）
、
自
斯
舟
不
通
、
水
底
甚
深
、
全
不
及
棹
、
於
事
有
恐
、
早
以
随
流
廻
舟
、
及

秉
燭
着
泉
木
津
渡
瀬
、
維
舟
留
此
所
、
東
南
院
已
講
覚
樹
君
送
儲
、
又
土
御
門
大
和
庄
送
菓
子
酒
肴
、 

 

元
永
元
年
九
月
廿
八
日
の
条 

卯
剋
出
舟
、
随
流
水
如
飛
下
行
、
未
剋
到
木
津
川
尻
、
八
幡
権
別
当
同
賢
送
儲
物
、
暫
留
舟
勧
盃
酌
、
申



剋
許
出
舟
、
秉
燭
之
程
着
桂
川
尻
、
鳥
羽

西
岸 

 

乗
車
亥
剋
許
帰
京
、
此
間
小
雨
、
終
夜
雨
下
、
道
間
無
風
雨
難
、

参
此
山
三
箇
度
也
、
毎
度
願
趣
只
以
如
此
也
、 

 

読
み
下
し 

＊
元
永
元
年
（
一
一
一
八
年
）
九
月 

九
月
二
六
日
の
条 

 

天
漸
く
明
け
残
月
幽
か
な
り
。
早
く
舟
を
出
し
、
辰
の
剋
（
午
前
八
時
）
飯
岡
（
現
田
辺
町
）
に
着
く
。
治

部
卿
（
源
能
俊
。
一
〇
七
一
～
一
一
三
四
年
。
一
一
三
一
～
三
四
年
に
は
大
納
言
）
の
庄
に
て
儲
（
送
別
の
宴
）
有
り
。

暫
く
舟
を
留
め
盃
酌
を
せ
し
む
（
あ
る
い
は
命
ず
か
？
）
。
程
経
ず
し
て
早
く
に
舟
を
出
だ
し
、
未
の
剋
（
午
後

二
時
）
木
津
に
着
く
。
経
尋
僧
都
、
儲
を
送
り
て
則
ち
舟
を
出
す
。
日
入
り
て
の
後
、
賀
茂
上
号
所
に
留
ま

る
。
泉
木
津
従
り
三
四
十
町
に
及
ぶ
也
。 

 

夜
に
入
り
て
奈
良
よ
り
已
講
（
僧
の
職
名
、
三
会
の
講
師
を
勤
め
た
僧
）
来
た
る
。
散
日
は
審
ら
か
な
ら
ず
。

今
夜
此
の
所
に
留
ま
る
。 

 

九
月
二
七
日
の
条 

 

朝
経
尋
僧
都
又
儲
を
送
る
。
卯
の
剋
（
午
前
六
時
）
に
舟
を
出
し
、
漸
く
流
れ
を
泝
ぼ
る
。
南
北
の
山
勢

誠
に
険
阻
に
し
て
、
奇
巌
怪
石
の
風
流
勝
絶
す
。
河
水
漲
り
來
り
、
高
棹
瀬
に
迅
や
か
な
り
。
已
に
し
て

笠
置
の
津
に
着
く
。
春
日
神
主
伊
房
女
、
騎
馬
五
六
疋
送
る
。 

 

此
れ
よ
り
舟
を
寄
せ
坂
を
登
る
。
女
房
は
輿
に
乗
ら
し
め
之
を
舁
ぎ
、
或
い
は
騎
馬
せ
し
む
。
土
御
門

の
上
具
申
也
。
坂
を
登
る
こ
と
十
町
許
に
し
て
弥
勒
石
像
前
に
参
着
す
。 

 

先
ず
経
を
供
養
し
、
兼
禅
已
講
を
以
っ
て
講
師
と
為
す
。
此
寺
別
当
也
。
題
名
の
僧
十
口
（
十
人
）
、
人
々

経
合
は
せ
す
る
こ
と
五
部
、
此
の
外
八
名
経
、
心
経
、
阿
弥
陀
経
十
巻
。
則
ち
事
了
り
、
被
物
布
施
を
給

い
、
又
誦
経
す
。 

 

心
中
に
願
う
所
は
何
か
。
先
帝
の
聖
霊
、
過
去
の
隻
親
、
所
生
（
生
み
の
子
）
の
五
女
、
共
に
慈
尊
出
世

の
時
に
生
れ
、
皆
法
華
演
説
の
日
に
逢
い
、
今
日
の
願
を
知
り
、
互
い
に
歓
喜
の
心
を
成
す
を
遂
げ
ん
こ

と
を
、
又
今
日
相
い
具
し
て
参
詣
す
る
所
、
初
め
妻
子
奴
婢
よ
り
田
夫
牛
馬
に
及
び
、
皆
三
会
の
暁
に
逢

い
て
悉
く
一
乗
（
衆
生
を
乗
せ
て
悟
り
に
赴
か
せ
る
教
え
の
例
え
）
の
縁
を
結
ば
れ
ん
こ
と
を
。 

 

此
の
趣
を
啓
白
（
本
尊
の
前
で
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
を
告
げ
申
す
こ
と
）
せ
し
め
、
且
つ
祈
念
を
致
し
、
且

つ
は
礼
拝
を
行
う
。
事
了
り
暫
く
僧
房
に
留
ま
り
、
早
や
盃
酌
有
り
。
春
日
神
主
伊
房
、
儲
を
送
る
也
。

且
つ
下
人
等
に
も
給
う
。
忩
ぎ
帰
り
て
坂
を
下
る
。 

 
 

申
の
剋
（
午
後
四
時
）
、
舟
に
乗
り
、
棹
を
流
し
二
三
町
許
り
指
し
て
登
る
。
近
望
の
河
源
、
巌
石
の
高
崎
、

流
水
逆
発
し
、
斯
よ
り
舟
通
ら
ず
。
水
底
甚
だ
深
く
、
全
く
棹
も
及
ば
ず
。
事
に
於
い
て
恐
れ
有
り
、
早

く
以
っ
て
流
れ
に
随
い
舟
を
廻
ら
す
。 

 

秉
燭
（
夕
刻
）
に
及
び
泉
木
津
に
着
き
瀬
を
渡
り
、
舟
を
維
ぎ
此
の
所
に
留
む
。
東
南
院
已
講
覚
樹
君
（
一

〇
八
一
～
一
一
三
九
年
、
大
治
四
年
（
一
一
二
九
年
）
に
宗
忠
は
病
気
で
あ
っ
た
覚
樹
の
見
舞
い
に
そ
の
住
す
る
光
明
山
を

訪
れ
て
い
る
『
中
右
記
』
大
治
四
年
十
二
月
十
七
日
条
。
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
）
儲
を
送
る
。
又
土
御
門
大



和
の
庄
菓
子
酒
肴
を
送
る
。 

 

九
月
二
八
日
の
条 

 

卯
の
剋
（
午
前
六
時
）
に
舟
を
出
す
。
水
の
流
れ
る
に
随
い
、
飛
び
下
る
が
如
く
行
く
。
未
の
剋
（
午
後
二

時
）
木
津
川
尻
に
到
る
。
八
幡
権
別
当
同
賢
儲
物
を
送
る
。
暫
く
舟
を
留
め
盃
酌
を
勧
む
。
申
の
剋
（
午
後

四
時
）
許
り
に
舟
を
出
す
。 

 

秉
燭
の
程
、
桂
川
尻
（
鳥
羽
西
岸
）
に
着
く
。 

車
に
乗
り
て
亥
の
剋
（
午
後
四
時
）
許
に
京
に
帰
る
。
此
の

間
小
雨
。
夜
を
経
て
雨
下
る
。
道
の
間
、
風
雨
の
難
無
し
。 

 

此
の
山
に
参
る
こ
と
三
箇
度
也
。
毎
度
願
う
趣
は
只
以
て
此
の
如
き
也
。 

  


